
 

 

飯南町の廃棄作物を用いた無添加絵の具を様々

な方法で作製。放課後児童クラブ 

で子ども達に絵の具アートを体験  

してもらう。子育て世代の保護者の 

交流や、親子で楽しめる時間を作  

ろうと、親子参加型イベントを企画。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です】 

 

 ３年１組の生徒が、学校設定科目「生命地域学」の集大成として行っている課題研究の最終発表会を

行いました。【笑顔あふれるまち飯南町】を大きなテーマとし、９班に分かれて「自分達のやりたいこ

とは？」「自分達にできることは？」「地域にとって必要なことは？」を考えながら、半年間かけて飯南

町の地域課題に対する解決方法を探ってきました。最終発表会当日は、課題研究に関わってくださった

地域の方、来年度課題研究を行う２年１組の生徒、教職員を前に発表を行いました。  

校長 青山 顕紹 

介護士を目指す３人が、コロナ禍で行動制限のあ

る利用者さんに、飯南町の自然を感じながらリラッ

クスして手洗いをして 

もらえるように、クロモ 

ジ石鹸を作りプレゼン 

トすることを計画。様々 

な方法で石鹸を試作。 

放置された竹を利用して竹炭パウダーを作り、ハン

バーガーを作って商品化することを目  

標に。商品化には至らなかったが、お 

世話になった方へ竹炭ハンバーガーを 

提供したいと思うように。 

 

 

 

 

 
飯南町が飯南米に力を入  

れていることを知り、飯南  

町の魅力を知り訪れてほ 

しいという思いから、インス 

タグラムで飯南米をＰＲしようと計画。 

 新たな年、２０２３年と新たな学期、３学期を皆さんと共に迎えることができたことをまずは喜びた

いと思います。新年、新学期を迎えて、みなさん、思うところがあると思います。「今年こそは・・・」

という気持ちが起こっているのであれば、その気持ちを大切に日々を過ごしてほしいと思います。  

どの学年の皆さんにとっても、この３学期は次の新たなステージへの助走期間です。３年生は就職や

上級学校への進学に向けて、２年生は最終学年に向けて、１年生は２年生に向けて、それぞれがイメー

ジ通りのスタートが切れるよう、今しか、ここでしか出来ないことに積極的に取り組んでください。  

人の成長というものは、本当に時間がかかります。しかも自分では気づきにくいものです。身長や体

重など分かりやすい成長もありますが、ここでいう成長とは、それプラス「心の成長」のことです。単

に知識が増えるのとも違います。「心の成長」は、出会い、関わり、経験し（成功も失敗も）、学ぶ・感

じることでしか得られません。この飯南高校でのすべての経験が皆さんの成長の糧になるよう私たち教

職員も精一杯サポートしようと思っています。安心してチャレンジしてください。  

心の成長 



地域の特産品（果物）を、若者などに人

気が出るように工夫して提供しようと、

琥珀糖を製作。カラフルな見た目で、イ

ンスタグラムに投稿する際、映えるように

工夫。 

２年生４人、１年生６人、マネージャー 

１人の１１人で活動しています。夏の 

大会で準優勝をしましたが、その記録を 

抜いて甲子園に出場するために日々練習していま

す。秋の大会では、力不足でベスト８で負け、個々の

課題が見えてきました。その課題を常に意識し、野球

ができることの感謝を忘れずに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月に行った中間発表会でいただいたアドバイ

スを取り入れ、具体的な数値を示したり試行を重ねた

りして最終発表会を迎えました。壁にぶつかり路線変

更した班、地域の方に協力していただいて実現できた

班など、「やりたいこと」と「できること」の間で様々

な葛藤があったことが発表を聞いて分かりました。 

講評は、昨年に引き続き島根県立教育指導課の馬庭

寿美代企画幹に行っていただきました。「自分達の興

味関心、目指す進路から研究が始まっていることで、

自分事としてできていたこと」「何のために研究して

いるのかという芯がしっかりとしていて、自分達の言

葉で伝えられていたこと」等を評価してもらいまし

た。また、「町の方が協力しようという雰囲気があり、

的確なアドバイスをもらえることはこの地域の宝」と

もおっしゃっていました。生徒からも、「たくさんの

人に協力やサポートをしてもらい、人の温かさを身を

持って実感することができた。」という声が聞かれ、

快く力を貸してくださる地域の皆さんがいてくださ

ることでこの課題研究を進めることができたと改め

て感じました。 

「出雲子ども野球フェスタ」に参加 

「出雲子ども野球フェスタ～親子で高校球児と一

緒に野球をしよう！～」が出雲ドームで開催され、本

校野球部の生徒も参加しました。野球人口が減少する

中で野球の未経験者を対象に、野球の楽しさを体験し

てもらおうと県高校野球連盟が企画したものです。 

本校の生徒は、未就学児を対象にキャッチボールや

バッティングを教えたりしました。参加した野球部の

生徒は「教えるのは難しかったですが、野球に興味を

持ってくれたら嬉しいです。」「自分の小さい頃を思い

出しました。野球の楽しさを感じてこれからも野球を

やってほしいです。」と話していました。 

企画した２人は、「コロナ禍で思うようにイベント

ができなかったり、楽しみにしていた行事がなくなっ

たりしたので、思い出に残るようなことがしたかった

です。歌っているときに、青春だなって思いました！」

「思っていたよりもたくさんの生徒がライブを見に

来てくれて、最後まで盛り上がることができました。

みんなで楽しいライブを作ることができてよかった

です！」と話してくれました。 

飯南町の特産品である森の絹（サツマイモ）を使って、犬

も人も食べられるお芋のケー 

キを考案。長期的な販売を目 

指し、生産者も飼い主も犬も 

嬉しい企画を考える。来年度、 

この企画が引き継がれ、イベ 

ントが開催されることに期待。 

飯南町の災害時の備蓄に簡易トイレが無いことが分か

り、誰でも作れて誰でも使える頑丈 

な段ボールトイレを作製。設計図を 

作り、災害時に活かせるよう配布予 

定。 

飯南町の森林セラピーは、定期的に通うことで健康体が

維持できるため、森林セラピーを思い 

出すきっかけになるものを作り、リピー 

ターを増やそうと考える。そこで、嗅覚 

に働きかけようと、クロモジを使ったア 

ロマキャンドルをセラピー体験者に提 

供しようと試作を重ねる。 

 

コロナ禍で減少した飯南町への観光客数

を増やすため、アウトドア好きな人をターゲ

ットに、飯南町の自然を生かしたキャンプ施

設の動画や写真をインスタグラムで発信。

道の駅でも動画を流してもらう。 

今年度は、課題研究が終わった後も継続的に使った

り作ったりしてもらえる方法を意識しながら、研究を

進めている班がありました。引き継いで研究すること

で更に深めていける可能性を持っているテーマもあ

り、来年度に期待が高まりました。聴講していた２年

１組の生徒は、「各班の飯南町を良くしていこうとい

う思いが伝わってきた。来年度は自分達も頑張りた

い。」と話していました。 

課題研究の振り返りでは、「自分や地域の未来を描

く創造力と、自らの考えや夢の実現に向けて計画を立

てて確実にやりきる実行力が特に伸ばせた。これまで

の経験や知識をもとに地域の課題について考え、それ

を先生や生徒、地域の方と一緒に解決に向けて行動す

ることができた。」と書いている生徒がいて、研究を

通して自分の伸ばしたい資質・能力を実感できていた

ことが分かりました。 

令和４年度島根県高等学校新人剣道大会 

【男子個人戦】２名出場 

【女子個人戦】１名出場 

【男子団体戦】１回戦 飯南 ２－３ 大東 

校内イルミネーション＆クリスマスライブ 

田部柚季さん、藤原葉月さんが昨年度に続き、今年

度もイルミネーションを企画し、１２月５～９日の一

週間、校内のライトアップをしました。見栄えを良く

するために高い位置につけたり、等間隔になるように

気をつけたりしていました。ライトアップされると、

見ていた生徒や教職員から歓声が上がっていました。 

今年度は更にパワーアップし、８日にはクリスマス

ライブを企画。イルミネーションに加え、観客のペン

ライトも光り、ロマンチックな空間の中で、９人の出

演者が歌をうたって盛り上げてくれました。 

２年生９人、１年生１０人で練習を 

しています。今年のチームの目標は 

「インターハイ出場」です。１１月 

の新人戦では、第３位という悔しさ 

と課題の残る結果でした。チーム目標 

が達成できるよう練習を頑張っています。 

応援よろしくお願いします。 

全国高校選抜ハンドボール大会県予選会 

【１回戦】飯南  （不戦勝）  松江高専 

【準決勝】飯南  （不戦勝）  松江東 

【決 勝】飯南 ２３ － ２７ 江津 

 



 

２月 １日（水）２年生スキー研修 

６日（月）人権週間（～１０日） 

８日（水）人権教育ＬＨＲ 

９日（木）３年生出校日② 

  １３日（月）１・２年生試験発表 

１６日（木）３年生出校日③ 

２０日（月）１・２年生学年末試験（～２４日） 

２８日（火）３年生を送る会 

        ３年生鵬雲会入会式 

 

３月 １日（水）卒業式 

   ７日（火）高校入学者選抜学力検査日（～８日） 

        生徒は特別休業日（～８日） 

壮行式 

 スキー部を代表して、部長の中條屋さんが「昨年の３月の

大会が終わってからの９ヶ月間、今シーズンの大会で中国・

全国大会に出場できるよう、トレーニングしてきました。悔

いが残らないよう集中して３ヶ月間、部活に取り組みたいと

思います。地域の皆さん、コーチ、先生への感謝の気持ちを

忘れず滑りたいと思います。」と挨拶をしてくれました。 

第７２回全国高等学校総合体育大会スキー競技 

島根県予選会 

【男子ＧＳ（大回転）】７名出場 

和久利 昊生     和泉 海音  

【女子ＧＳ（大回転）】３名出場 

稲田  七星     景山 英   

【男子ＳＬ（回転）】１１名出場 

和久利 昊生     和泉 海音  

若槻  彰摩  

【女子ＳＬ（回転）】６名出場 

稲田  七星     景山  英  

  原田  樹乃  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１月号 令和５年１月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

第５０回全国高等学校選抜卓球大会 

シングルス島根県予選大会 

【男子】４名出場 

【女子】難波 ちひろ ２回戦進出 

令和４年度島根県高等学校新人スキー大会 

【男子ＧＳ（大回転）】７名出場 

和泉  海音      

和久利 昊生 

若槻  彰摩 

景山  翔音 

【女子ＧＳ（大回転）】２名出場 

稲田  七星 

景山  英   

【少年男子１０㎞クラシカル】２名出場 

吉川  真太      

山戸  拓郎  

三校合同クリスマスコンサート 

 連携中学校の赤来中学校、頓原中学校の吹奏楽部

の皆さんと一緒に、毎年恒例のコンサートを開催し

ました。各校が冬にちなんだ曲やクリスマス曲を演

奏し、最後に三校合同の演奏を聞いていただきまし

た。当日は積雪の多い中、たくさんの皆様にご来場

いただき、ありがとうございました！ 


